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コロッケの多品種展開で需要を開拓

ૉ材ͷຯΘ͍を҆৺͠てఏڙͰ͖Δମ੍を௥ٻ
昭和５８年に創業した同社は大手食品メーカーの

専属コロッケ工場としてスタートし、徐々に販路を拡大
してきた経緯を持つ。その過程で厳しいコスト対策、
多様な要求基準に合うようにノウハウを蓄積してきた。
今は「コロッケを通じて、健康・癒し・感動・幸福を
提供する」をモットーに、純国産材料にこだわり、素材
の味わいを生かして、しかも安心して食べられる体制
を追求している。

ফඅऀ΁ͷ௚઀ͷൢ࿏΋ߏங
さらに同社はコロッケで独自の製法も持つ。こうした

こだわりが、それまで卸業者への販売がすべてだった
のを直接消費者への販路の確保に乗り出す原動力に
なった。平成１７年からネットショップに「玄華屋（ころっ
けや）」を、そして平成１９年にはアンテナショップとして
同じ店名の実店舗を大阪府豊中市内にオープンした。
今後さらにその周辺へも店舗の拡大も考えている。

事業内容

ʮแ͋Μܕʯίϩοέͷཁ๬ʹண໨
同社のコロッケはそれまで一般的な混ぜ込み型

の製品だったのが、近年では混ぜ込み型に加えて
「包あん型」コロッケに対する要望が増えつつあった。
例えば、チーズをじゃがいもで包んだ「とろけるチーズ
コロッケ」や、カレールーを包み込んだ「カレールー
コロッケ」、それに全国各地の地場産品の形をできる
だけ崩さずにコロッケに仕上げたいという「ご当地品
コロッケ」がある。ところが、それまでの製造設備
では対応できなかった。

ଟ඼छͰੜ؅࢈ཧ΋൥ࡶʹ
また、製造面からコロッケの種類が増えるに従って

生産効率の問題や、生産管理にかかる手間が大きく
なり、若手への技術の伝承や新製品への開発に対
する積極的な関与が難しいといった問題を抱えて
いた。さらに、安全指向の高まりに対応したトレーサ
ビリティー（生産履歴管理）の構築も焦

しょうび
眉の急だった。

補助事業

ʮแ͋ΜܕʯίϩοέͷҾ͖߹͍ʹରԠ
こうした問題に対して、同社では「ものづくり

補助金」を使って「包あん型」の加工機械「火星人
ＣＮ５８０」と、メーカーとの共同で「生産管理シス
テム」の開発・導入を行った。
「包あん型」の加工機械は、大福や肉まんなどの

パン生地などで具材を包む工程を自動化するもの。
投入口から生地と具を入れると、延ばされた生地に
具が包み込まれてベルトに乗って出てくる。１時間に
２，０００―３，０００個の生産ができ、引き合いの
あった「包あん型」コロッケの生産をすべて賄う
ことができた。

ੜ࢈ɾྲྀ௨ɾফඅ͕ҰମͷϦεΫ؅ཧ
また、開発・導入した同社オーダーメイドの多

品種・小ロット生産に対応した生産管理システムは、
生産計画や実際に使用した材量などを入力すると、
作業実績や材料別の歩留まりを把握できるだけで
なく、生産計画の進捗状況を日別に確認できる。
また、出来上がった商品がどのような材料を使って
製造したのか、その材料はいつ、どこから仕入れた
のかなどを追跡することができ、生産・流通・消費
プロセスが一体となったリスク管理を可能にした。

具体的成果

ड஫ೳྗを֦େ
「包あん型」コロッケが製造可能になったことで、

売上増はもちろん、平均受注単価を引き上げること
ができている。また、生産管理システムの導入は、
生産するコロッケの種類ごとに必要な切り替えを、
１回当たりの時間と１日当たりの回数を減らすこと
で、トータルで１５０分から５０分へ短縮することが
でき、１日当たりの受注可能な生産個数を３，０００―
４，０００個増加することができた。トレーサビリティー
の構築を発注要件とする新たな受注先の確保も
できるようになった。

෇ՃՁ஋੡඼ͷ։ൃをຊ֨Խ΁ߴ
これらによって、生産管理に関わる負担が軽減

され、次世代を担う若手への技術伝承や新製品開発
に力を向けるとともに、管理者の育成も行うことで
組織力・技術力の向上に役立てていくことができる
ようになった。

また、小ロット多品種製造の実現が可能になった
ことは、いよいよ多様化する「包あん型」コロッケを
含めた高付加価値製品への移行を本格化することが
できる。その結果、包装資材やその他諸経費の高騰
が進む中でも営業利益率の向上を目指している。

今後の戦略

「包あん型」の加工機械
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http://www.godo-foods.jp/

コロッケは子供から高齢者まですべての世代
に受け入れられている食べ物です。だから
こそ、今後も自然で健康に寄与できるもの
を開発し作り続けていくつもりです。我々は
コロッケに“無限の可能性”を包んでいる
のです。

“夢”を包んだコロッケをどうぞ
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直営店「玄華屋（ころっけや）」

無添加ポテト チーズインミンチ
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